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公民館かながわ
( 2 ) 

「

地

域

の

「

期

待

」

と

「

必

要

」

に

応

え

て

j

公

民

館

は

地

域

と

暮

ら

し

の

句

読

点

j

神

奈

川

県

公

民

館

連

絡

協

議

会

会

長

京

利

こ

れ

ま

で

の

ご

尽

力

に

感

謝

!

二
十
年
間、
会
長
と
し
て
県
公
連
の

た
め
に
精
励
さ
れ 、
こ
の
度
退
任
さ
れ

た
神
崎
会
長
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た 。
未
熟
な
私
で
す
が、
皆
様
と

の
心
の
通
い
合
うコ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ

ン
を
大
切
に
し、
三
意(
誠
意・
創
意・

熱
意)
を
尽
く
し
て
精一
杯
努
め
よ
う

と
思
い
ま
す。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
ご
指
導
ご
鞭
援
を
お
願
い
し
ま
す。

神
崎
会
長
の
在
任
中
は
激
震
の
時
代

で 、
試
練
と
忍
耐
の
日
々
に
ス
ト
レ
ス

が
溜
まっ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん 。

特
に 、
「
地
方
分
権 、
行
財
政
改
革 、
規

制
緩
和」
の
名
の
下
で 、
公
民
館
は
社

会
の
大
き
な
荒
波
に
さ
ら
さ
れ
続
け
て

き
ま
し
た 。
職
員
や
予
算
の
削
減
等 、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入 、
教
育
基
本

法
の
改
正、
社
会
教
育
法
の
改
正
等
に

よ
り 、
自
治
体
で
は
社
会
教
育
行
政
施

策
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
中

で 、
公
民
館
の
存
在
を
か
け
て
体
を
張

っ
て
耐
え
抜
い
て
こ
ら
れ
た
神
崎
会
長

の
長
年
の
ご
努
力
と
ご
苦
労
に
感
謝
し

ま
す。
な
お、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
報

わ
れ 、
六
月
に
県
民
功
労
者
賞
を
受
賞

さ
れ
た
こ
と
を
皆
様
に
報
告
し
祝
福
し

た
い
と
思
い
ま
す。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。

燃

え

る

眼

で

地

域

を

灯

す

久
し
ぶ
り
に 、
公
民
館
担
当
者
研
修

に
三
日
間
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た 。

会
場
と
なっ
た
神
奈
川
県
生
涯
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー

研
修
室
は 、
県
内
か
ら
公

民
館
関
係
の
大
勢
の
職
員
が
参
加
し
て

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た 。
私
は
新
鮮
な

気
持
ち
に
な
る
と
同
時
に 、
公
民
館
に

心
強
く
思
い
嬉
し
く
なっ
た 。
研
修
は

公
民
館
職
員
の
生
命
線
で
あ
り 、
資
質

向
上
を
図
る
必
須
条
件
で
あ
り 、
そ
の

努
力
が
絶
え
ず
求
め
ら
れ
て
い
る 。

中
国
の
諺
に「
聞
い
た
こ
と
は
忘
れ 、

見
た
こ
と
は
覚
え 、
し
た
こ
と
は
理
解

す
る」
と
い
う
の
が
あ
る 。
研
修
で
学

ん
だ
成
果
を
地
域
の
人
々
に
活
か
し
て

ほ
し
い。
地
域
社
会
の
軸
の一
つ
に
公

民
館
が
在
る
こ
と

が、
地
域
住
民
の
期

待
と
必
要
に
応
え
る
大
き
な
要
素
に
な

る
と
思
う 。

地
域
と
の
粋
を
確
固
た
る

も
の
に
し
て
いっ
て
ほ
し
い。

私
は
こ
れ
ま
で
に
公
民
館
職
員
に
三

つ
の
眼
と
三
つ
の
ト

ゲ
を
見
て
き
た 。

公
民
館
の
仕
事
が
生
き
が
い
に
な
り 、

眼
を
輝
か
す
職
員 。
役
所
仕
事
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
た
こ
と
の
み
を
淡
々
と
こ

な
す
眼 。
公
民
館
に
い
る
こ
と

が
苦
痛

で
早
く
異
動
し
た
く
て
暗
く
沈
む
眼 。

ま
た 、
窓
口
で
の
応
対
な
ど
で 、
職
員

の
威
圧
す
る
眼
の
ト

ゲ 、
口
の
ト

ゲ 、

態
度
の
ト

ゲ
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た 。
職
員
に
は
燃
え
る
眼
を
も
ち
ト

ゲ
の
な
い
態
度
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ 。

公

民

館

の

内

な

る

努

力

に

向

け

て

「
こ
ん
な
公
民
館
は
い
ら
な
い
!」
と

住
民
か
ら
愛
想
を
尽
か
さ
れ
な
い
た
め

に
も 、
公
民
館
の
内
な
る
変
革へ
の
努

力
が
必
要
に
思
う 。

①
協
働(パ
ー
ト

ナ
ー

シ
ッ
プ)
に
よ
る

参
加
型
運
営・
事
業
の
充
実
を
図っ
て

い
く 。
こ
れ
ま
で
啓
発
型
か
ら
援
助・

支
援
型
に
変
わ
り 、
今
日
で
は
学
習
す

る
当
事
者
と
学
習
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
傾

向
に
あ
る 。
そ
の
制
度
化
は
ま
だ
確
立

さ
れ
て
い
な
い。
協
働
事
業
は
首
長
部

局
で
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が、
住

民
の
「
公
民
館
離
れ」
を
き
た
さ
な
い

た
め
に
も
是
非
必
要
だ
と
思
う 。

②マ
ネ
ージ

メ
ン
ト・

サ
イ
ク
ル
に
よ

る
評
価
の
確
立
を
図っ
て
い
く 。

私
の
頃
は 、
司ロ∞(
Emロ，
口。自
由。。)

で 、
企
画ー
実
施;
反
省・
総
括
と
い

う
サ
イ
ク
ル
で
事
業
等
を
評
価
し
て
い

た 。
現
在
は 、
司一口凸〉(司
Fロー
ロ。ー

のV
RWl
kr♀)
の
サ
イ
ク
ル
で
常
に
見

直
す
こ
と
の
で
き
る
評
価
の
仕
方
に
変

っ
て
き
て
い
る 。
公
民
館
で
の
こ
の
手

法
を
考
え
て
い
き
た
い。

県

公

連

の

内

な

る

努

力

に

向

け

て

公
民
館
か
ら
「
こ
ん
な
県
公
連
は
い

ら
な
い
!」

と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
を
尽
く
し、
県

内
の
公
民
館
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き

る
組
織
で
あ
り
た
い。
そ
の
た
め
に 、

事
務
局
と
役
員
と
のコ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
大
切
に
し、
車
の
両
輪
の
よ
う

に
公
民
館
と
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
紳

を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い。

そ
の
た
め
に 、
①
こ
れ
ま
で
以
上
に
研

修
の
充
実
を
図
り 、

公
民
館
の
課
題
に

応
え
て
い
き
た
い。
研
修
は
公
民
館
の

生
命
線
で
あ
る
と
思
う 。
②
調
査・
研

究
の
成
果
が
各
公
民
館
や
諸
大
会、
研

修
の
中
で
活
用
さ
れ
る
方
法
を
見
出
し



公民館かながわ

た
い。
③
県
公
連
大
会
の
充
実
を
図
り 、

公
民
館
の
課
題
を
共
有
し
確
認
し
合
う

場
で
あ
り
た
い。
④
県
公
連
組
織
の
充

実
の
た
め
に
も 、
部
会
活
動
の
活
性
化

が
望
ま
れ
る 。
役
員
や
部
会
に
は一
部

公
募
を
導
入
し
た
ら
ど
う
な
る
か、
考

え
て
み
た
い
と
思
う 。

⑤
夢
物
語
と
し
て、
県
公
連
サ
ロ
ン

を
設
け 、
仕
事
を
離
れ
て
気
軽
に
立

ち
寄
れ
て、
コ
ミュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
通
し
て
生
き
る
勇
気
が
湧
い
て
く

る
よ
う
な
刺
激
的
な
場
が
あ
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
せ
ん
か。

コ叫一

ヰ

引

1

1

1

1

1

1

」

一

神

奈

川

県

公

民

館

連

絡

協

議

会

総

会

報

告

一

三

五
月
二
十
二
日
(
金
曜
〉

厚
木
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
5
階
ヤ
ン
グ
コ

ヨ

三

ミ
ユ
二

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
五
十

三

「

=一
名
(
委
任
状一
一
十
一

名
〉

で
し
た。

1L

総
会
は 、
久
保
田
副
会
長
の
開
会
の

辞
に
続
き、
神
崎
会
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た 。
ご
祝
辞
は
神
奈
川
県
教
育
委

員
会
教
育
局
生
涯
学
習
文
化
財
課
海
北

課
長 、
厚
木
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

部
山
本
社
会
教
育
担
当
部
長
の
お
二
人

よ
り
頂
戴
し
ま
し
た 。

【
議
事}

厚
木
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部

甘
利
社
会
教
育
課
長
の
議
長
の
も
と
議

事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た 。

議
題
で
は 、
平
成
二
十
年
度
の
事
業

報
告 、
収
支
決
算
報
告 、
平
成
二
十一

年
度
の
事
業
計
画
案 、
予
算
案
が
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た 。

( 3 ) 

今
年
度
の
年
間
活
動
テ
1

マ
は 、
主

題
を
「
公
民
館
の
連
携
が
つ
く
る
新
た

な
地
域
社
会」
と
し
て、
副
題
が
「
社

会
教
育
が
拓
く
ひ
と
づ
く
り
ま
ち

づ
く
り」
と
な
り
ま
し
た 。

主
題
に
つ
い
て
は 、
社
会
教
育
の
基

礎
機
関
で
あ
る
公
民
館
ど
う
し

が
連
携

を
密
に
行
う
こ
と
で 、
地
域
間
の
住
民

交
流
を
促
進
し、
学
習
の
幅
を
広
げ 、

新
た
な
魅
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
の
で 、
公
民
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を
よ
り
強
固
に
す
る
こ
と

が、

今 、
公
民
館
と
し
て
生
き
残
れ
る
カ
ギ

で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
掲
げ
ま
し

た 。
ま
た 、
副
題
に
つ
い
て
は 、
近
年、

生
涯
学
習
と
社
会
教
育
が
混
同
し
て
い

る
中、
社
会
教
育
が
主
役
に
な
り 、
ひ

と
づ
く
り 、
ま
ち ゃつ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り 、
そ
れ
は 、

は
社
会
教
育
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
の

役
割
が
大
切
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
設

定
さ
れ
ま
し
た 。

新
た
な
テ
l

マ
の
も
と 、
総
務
部
会、

広
報
部
会、
館
長
部
会、
主
事
部
会、

大
会
部
会
を
中
心
と
し
て
今
年
度
の
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す。

公
民
館
関
係
事
業
に
つ
い
て
は 、
公

民
館
館
長
研
修
会
を
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
平
成
二

十一
年
八
月
二
十
五
日
(
火)
に 、
館

長・
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
等
研
修

会
を
藤
沢
市
立
明
治
公
民
館
に
お
い
て

同
年
十一
月
二
十
日
(
金)
に 、
神
奈

川
県
公
民
館
大
会
を
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ

ホ
l

ル
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年一
月

二
十
八
日
(
木)
に
行
い
ま
す。

ま
た 、
会
則
及
び
表
彰
規
程
の一
部

改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た 。

な
お、
平
成
元
年
度
か
ら
二
十
年
間

に
わ
た
り

会
長
職
を
務
め
ら
れ
た
神
崎

節
生
氏
が
退
任
さ
れ 、
京
新
会
長
か
ら

顧
問
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た 。

平
成
二
十一
年
度 、
二
十
二
年
度
の

役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
い

た
し
ま
す。
(
部
会
は
部
会
長
及
び
副

部
会
長
の
み
掲
載・
敬
称
略)

会
長

京

利
幸

(
学
識
経
験
者)

副
会
長

栗
原

旭

(
秦
野
市
立
東
公
民
館
館
長)

H

渋
谷

正

(
相
模
原
市
立
上
鶴
間
公
民
館
館
長)

H

木
下

敬
之

(
厚
木
市
立
睦
合
南
公
民
館
館
長)

監

事

森

俊
彦

(
茅
ケ

崎
市
立
南
湖
公
民
館
館
長)

H

津
地

彩
江

(
箱
根
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

館
長)

顧

問

神
崎

節
生

(
学
識
経
験
者)

総
務
部
会
長

豊
岡

裕
一

郎

(
川
崎
市
幸
市
民
館
館
長)

副
部
会
長

波
塚

浩
司
(
愛
川
町

生
涯
学
習
課
副
主
幹兼
社
会
教
育
主
事)

広
報
部
会
長

植
松

賢
也

(
座

間市立
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

館
長)

副
部
会
長

見
留

俊
也

(
平
塚
市
中
央
公
民
館
館
長)

館
長
部
会
長

宮
田

幸

紀

(
厚
木
市
立
厚
木
南
公
民
館
館
長)

副
部
会
長

相
木

重
信

(
茅
ケ

崎
市
立
松
林
公
民
館
館
長)

主

事
部
会
長

森
永

健
太

(
横
須
賀
市
市
民
生
活
課
主
任)

副
部
会
長

小
嶋

千
穂

(
二
宮
町
生
涯
学
習
課
主
任
主
事)

大
会
部
会
長

鈴
木

久
夫
(
逗
子
市
社

会

教

育

課

課

長

補

佐
・

館

長

事

務

取

扱)

副
部
会
長

猪
俣

武
司

(
秦
野
市
立
本
町
公
民
館
館
長)
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厚木市立睦合面公民館

小
田
急
線
本
厚
木
駅
か
ら
北
西へ

パ
ス
で
約
二
十
分 、
田
園
風
景
が
広

が
る
荻
野
川
の
ほ
と
り
に 、
平
成
二

十一
年
四
月一
日 、
睦
合
西
公
民
館

が
市
内
十
五
館
目
の
公
民
館
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た 。

睦
合
西
地
区
は 、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
実
施
に
よ
り 、

新
市
街
地
が

形
成
さ
れ 、
更
に
は
中
心
市
街
地
と

同
地
区
を
結
ぶ
国
道
四一
二
号
線バ

イパ
ス
が
貫
通
し
て
い
ま
す。
そ
の

た
め 、
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
こ
と
か

ら、
同
公
民
館へ
多
数
の
市
民
が
来

館、
様々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す。睦
合
西
公
民
館
は 、
敷
地
面
積
四

六
五
六 2m 、
鉄
筋コ
ン
ク
リ
ー
ト

造

り
二
階
建
て
延
床
面
積一
七
六
回 2m

の
施
設 。
五
十一
台
分
の
駐
車
場
を

備
え 、
車
で
移
動
す
る
人
た
ち
が
利

用
し
や
す
い
施
設
と
なっ
て
い
ま
す。

一
階・:
事
務
室
保
育
室
体
育
室

学
習
図
書
室
調
理
実
習
室

工
作
室

二
階:・
音
楽
室
(
二
室)

集
会
室

和
室

屋
外・・・
多
目
的
広
場

公
民
館
の
特
徴
は 、
敷
地
面
積
が

広
い
こ
と
で 、
各
種
イベ
ン
ト

な
ど

で
多
種
多
様
な
使
い
方
が
で
き
る
多

目
的
広
場
が
中
庭
に
あ
り
ま
す。

ま
た 、
他
の
公
民
館
で
は
見
ら
れ
な
い、

吸
音
と
拡
散
の
防
音
機
能
を
持
つ
音
楽
室

が
設
置
さ
れ
る
な
ど 、
利
便
性
の
高
い
公

民
館
と
し
て、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す。

館
内
は
で
き
る
限
り

段
差
を
な
く
し、

「
み
ん
な
の
ト

イ
レ」
を
設
置
す
る
な
ど 、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
を
始
め 、
誰

に
で
も
や
さ
し
く 、
利
用
し
や
す
い
施
設

で
あ
り 、

ハ
ー
ト
ビ
ル
法
に
基
づ
く
認
定

建
物
と
なっ
て
い
ま
す。

ま
た 、
厚
木
市
立
中
央
図
書
館
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
結
ぼ
れ
て
い
る
公
民
館
図
書
室

で
は 、
中
央
図
書
館
の
蔵
書
も 、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

(
通
称マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ)

で
予
約
し
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す。

公
民
館
は 、
市
民
の
皆
さ
ん
が
余
暇
を

有
意
義
に
活
用
し、
教
養
を
高
め 、
健
康

を
増
進
し、
生
活
に
潤
い
を
持
つ
た
め
の

学
習
と
文
化
活
動
の
場・
仲
間
づ
く
り
の

場
で
す。
多
く
の
方
に 、
利
用
し
て
い
た

だ
き、
活
力
の
あ
る
地
域づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す。

【
交
通
案
内】

パ
ス
H

小
田
急
線
本
厚
木
駅
よ
り

松
蓮
寺
行
き
(
0
8

番)
乗
車
二
十

分 、
松
蓮
寺
下
車
徒
歩
十
分 。

車
リ

国
道
二一
九
号
線
か
ら
国
道

四一
二
号
線バ
イパ
ス
へ 。
八
幡
神

社
前
の
信
号
を
右
折
す
る
と
直
ぐ 。
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「識字学級か局多文化共生祉会ヘJ
川崎市教育文化会館

識
字
学
習
活
動
は

、
外
国
人
市
民

等
が
日
本
で
の
生
活
を
円
滑
に
営
め

る
よ
う
に

、
日
常
生
活
に
必
要
な
基

礎
的
日
本
語
を
身
に
つ
け
る
場
で
あ

り
、

支
援
す
る
場
で
す 。

川
崎
区
で

は
平
成
五
年
に
教
育
文
化
会
館
田
島

分
館
に
開
設
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で

、

現
在
は
教
育
文
化
会
館
で
「
に
ほ
ん

ご
ひ
ろ
ば」

と
い
う

名
称
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す 。

川
崎
区
に
は

、
歴

史
的
経
緯
に
よ
り

在
日
韓
国
・

朝
鮮

人
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
市
民
や

外
国
人
労
働
者
が
多
く
在
住
し
、

そ

の
中
で

、
週
1
回
(
毎
週
水
曜
日
午

後
七
時
1

八
時
三
十
分

、
年
間
四
十

回
及
び
自
主
学
習)

の
開
催
日
に
は

、

大
勢
の
学
習
者
(
外
国
人
市
民
等)

が
集
ま
っ
て
来
ま
す 。

近
年
の
学
習

登
録
者
数
(
延
人
数)

は
、

平
成
二

十
年
度
は
五
百
四
十
六
人
(
三
千
五

百
十
二
人)

で
、

毎
年
加
速
度
的
に

増
加
し
て
お
り
、

単
純
に
計
算
す
る

と
毎
回
八
十
七
人
が
参
加
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す 。

こ
の
延
人
数
に
は
カ
ウ
ン
ト

漏
れ

の
学
習
者
も
い
て
実
際
は
さ
ら
に
多

く
、

学
習
時
に
は
四
十
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
加
わ
り
、

会
場
(
4
階
全

室)

は
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す 。

日
本
語
が
全
く
話
せ
な
い
方
(
初

級)

に
は、

物
や
人
物
の
イ
ラ
ス
ト

等
を
使
っ
た
り
、

中
級

、
上
級
の
方

は
、

興
味
の
あ
る
事
や
生
活
や
医
療

等
の
話
題
に
つ
い
て
会
話
中
心
に
学

習
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す 。

学
習
者
の
増
加
に
比
ベ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
常
時
不
足
が
ち
で

、
多
数
の

学
習
者
を
支
え
る
仕
組
み
の
整
備
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す 。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
増
員
の
た
め
の
入
門
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
が

、
困
難
さ
を
感
じ
て

か
登
録
に
至
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す 。

そ
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、

一

人
で

、
学
習
者
が
多
い
時
は

八
人
程
を
対
応
す
る
の
で

、
熱
意
を

持
っ
て
取
り

組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及

び
学
習
者
に
は
敬
服
し
ま
す 。

経
験

を
重
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
活
動
の

必
要
性
を
肌
で
感
じ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
及
び
行
政
か
ら
の
支
援
が

不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す

し
、

一

方
活
動
経
験
が
浅
い
方
は
目

の
前
の
学
習
者
に
対
し
て
ど
う
学
習

を
進
め
る
か
で
手
一

杯
の
よ
う
に
思

え
ま
す 。

社
会
教
育
事
業
と
し
て

、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
活
動
を
促
し
、

地
域
で
活
動
で
き
る
よ
う
ア
シ
ス
ト

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
姿
で
あ
り
、

そ
う
い
う

循
環
こ
そ
が
多
文
化
共
生

社
会
の
一

端
を
担
っ
て
い
く
の
で
し

トι
A1ノ。た

だ
、

渡
日
直
後
の
日
本
語
が
全

く
話
せ
な
い
学
習
者
が
ほ
ぼ
半
数
を

占
め

、
日
本
語
を
聞
く
の
も
初
め
て

と
い
っ
た
学
習
者
の
支
援
が
現
状
で

ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か

、
新
し
い
支

援
策
は
無
い
の
か

、
日
々
を
重
ね
る

度
そ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す 。

(
教
育
文
化
会
館

能
塚

正
輝)

{
交
通
案
内]

川
崎
市
教
育
文
化
会
館

J
R
川
崎
駅
東
口
下
車
よ
り
パ
ス

水
江
町
行
き
(
2
0
番)

、
市
営
埠

頭
行
き(
2
4
番)
乗
車

、「
教
育
文
化

会
館
前」
下
車 。

※
徒
歩
1
5
分)

0
4
4
1
2
3
3
t
6
3
6
1
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か
ら

、
あ
た
た
か

い
拍
手
を

い
た
だ
く

と
、

日
ご
ろ

の
練
習

の
苦
労
も
吹
き
飛

び
、次

へ
の
活
動

の
励
み
に
な
り
ま

す。

や
っ
と
成
人
式
を
迎
え
た
ば
か
り

の

私
た
ち
で

す
が

、
こ
れ
か
ら
も
「
歌
を

心
に」

明
る
く
元
気
に
明
日
に
向
か
っ

て
活
動
し
て

い
き
た

い
と
思

い
ま

す。

会
長

播
磨
靖
子

[
交
通
案
内]

箱
根
町

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

足
柄
下
郡
箱
根
町
小
涌
谷
五
二
O

箱
根
登
山
鉄
道
「
彫
刻

の
森
駅」

下

車
徒
歩
五
分

0

4

6

0

1

8

2

t

2

6

9

4

 

「

コ

ー

ル

フ

レ

ン

ド

」

箱

根

町

社

会

教

育

セ

ン

タ

ー

箱
根
町

は
明
鏡
芦

ノ
湖

や
美

し
い
山
な

み
な
ど
、

豊
か
な
自

然
と
古
い

歴
史

の
中

で
培
わ
れ

た
文
化
遺

産
を
も
っ

国
際
観
光

地
で

す。

私
た
ち
は

、
こ

の
箱
根
に
あ
る

社
会

教
育
セ
ン

タ
ー

で
活
動
し
て

い
る
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー

プ
で

す。

平
成
元
年
に

、
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
音
楽
講
座
を
き
っ
か
け
に
歌

の
好
き

な
仲
間
が
集
ま
っ
て
グ
ル
ー

プ
が
結
成

さ
れ
ま

し
た。

そ
し
て

、
今
年

の
六
月
に

社
会
教
育

セ
ン

タ
ー

ま
つ
り
で
「
結
成
二
十
周
年

記
念
コ
ン

サ
ー
ト」

を
開
催
し

、
設
立

当
初

の
指
揮
者

の
先
生
を
お
迎
え

す
る

と
と
も
に

、「
フ
ル
ー
ト

ア
ン

サ
ン
ブ
ル

は
こ
ね」

の
メ
ン
バ
ー

に
も
友
情
出
演

し
て

い
た
だ
き

、
大
勢
の
皆
様

の
前
で

大
好
き
な
歌

の
数
々
を
発
表

す
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た。

私
た
ち
は

、
月
二

回
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

に
集
ま
り
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く

声
を
合
わ
せ

、
心
を
合
わ
せ
て
歌
っ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
時
間
は

、
か
け
が
え

の
な

い
ひ
と
時
で

す。

生
涯

学
習

の
一

環
と

し
て
始
ま
っ
た

コ
ー

ラ
ス
で

す
が

、
年
々
レ
パ
ー
ト
リ

ー
も
増
え

、
声
が
一
つ
に
な
っ
た
時

、

何
と
も
言
え
な

い
感
動
と
喜
び
で
一

杯

に
な
り
ま

す。

ま
た

、
ス
ト
レ
ス

の
発

散
に
も
な
り
、

口
を
大
き
く
開
け

、
お

腹
か
ら
声
を
出

す
と、

顔
や
お
腹

の
筋

肉
を
使
う

の
で

、
健
康
維
持
に
も
つ
な

が
る

の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま

す。

そ

れ
が
コ
ー

ラ
ス
に
な
る
と

、
も
っ
と
楽

し
い
も

の
に
な
り
、

私
た
ち

の
若
さ

の

源
と
な
っ
て

い
ま

す。

練
習

の
成
果
は

、「
生
涯

学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル」
「
敬
老

会」

を
は
じ
め

、
病

院
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
や
小

学
校

の
学
習

発
表

会
な
ど
様
々
な
行
事
で
披
露
さ
せ

て
い
た
だ

い
て
お
り
ま

す。

歌
を
通
じ
て
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
々

「

み

ん

な

で

創

る

コ

ン

サ

ー

ト

」

大

和

市

立

つ

き

み

野

学

習

セ

ン

タ

ー

公民館かながわ

私
達
は
み
ん
な
で
創
る
コ
ン

サ
ー
ト

(
通
称
み
ん
コ
ン

)
実
行
委
員

会
で

す。

み
ん
コ
ン
は
平
成
十
三
年
大
和
市
つ
き

み
野

学
習
セ
ン

タ
ー

で
始
ま
り
、

地
元

の
中

学
校
と
高
校
か
ら
集
ま
っ
た
八
人

の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ

フ
と

し
て
コ
ン

サ
ー
ト

の
運
営
に

参
加
し
ま

し
た。

翌
年
に
五
人

の
学
生
を
中
心
に

結
成
し

、
以
後
異
年
齢
聞

の
交
流
と
地

域
へ

の
良
質
な
音
楽
情
報
提
供
を
目
的

に
、

コ
ン

サ
ー
ト

の
企
画
・

運
営
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
行
う

事
業
と

し
て

大
和
市
教
育
委
員

会
と

の
共
催
で

、
つ

き
み
野

学
習
セ
ン

タ
ー

職
員

の
支
援
を

受
け

、
活
動
を
続
け
て

い
ま

す。

十
二
歳
か
ら
二
十
二
歳
ま
で

の
青
少

年
で
構
成
さ
れ
て

い
ま

す
が

、
ス

タ
ッ

フ
は
殆
ど
が

学
生

の
た
め

、
毎
年
進

し級
た ・
ス 進

タ学
ツし

フ ま
は す
既

。

に第
成 一

人 回
し 目

十総G B 1ポフ ス 現 いの就学 人 、 に
七 勢 )や____1 と タ 在 ま 人 活院や社参
入三 は 00タサ ッ 、 す も 中 生 大 会加

、o
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代
表
は
二
十
歳
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が

進
級・
進
学
に
合
わ
せ
て
73
二
年
で

交
代
し
ま
す。
家
庭・
学
業
を
最
優
先 、

自
ら
の
意
志
で
参
加
し、
楽
し
ん
で
活

動
に
参
加
す
る
こ
と

が
基
本
理
念
の
た

め 、
部
活
や
試
験 、
塾
な
ど
の
予
定
に

よ
り

会
議
参
加
者
は
そ
の
都
度
変
化
し

ま
す。
一二
十
分
だ
け
の
参
加
や 、
一
年

ぶ
り
の
参
加
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん 。

会
議
の
合
間
に
試
験
勉
強
な
ん
て
こ
と

も
あ
り
ま
す。
気
楽
に
参
加
が
で
き
る

の
で 、
活
動
は
今
年
で
八
年
目
を
迎
え

ま
し
た
が
い
つ
で
も
ア
ッ
ト

ホ
ー

ム
な

雰
囲
気
で
す。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
ジ
ャ
ン
ル
に

囚
わ
れ
な
い
音
楽
企
画
で 、
楽
し
く
活

動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。
今
ま

で
に
「
イ
ン
ド

の
楽
器
を
弾
い
て
み
よ

う
/
聴
い
て
み
よ
う
(
二
O
O
四
年)」

「
今
テ
ィ
ー

ンエ
イ
ジ
ャ
ー

は
ク
ラ
シ

ッ
ク
B
O
O
M(
二
O
O
六
年)」
等
を

行
い、
今
年
の
「
第
九
回
み
んコ
ン」

は
「
不
思
議
な
音」
を
テ
l

マ
に
十
二

月
六
日
に
開
催
し
ま
す。

実
行
委
員
会
事
務
局
畑
中
英
俊

[
交
通
案
内]

つ
き
み
野
学
習
セ
ン
タ
ー

大
和
市
つ
き
み
野
五
三1
玉

東
急
田
園
都
市
線
「
つ
き
み
野
駅」

下
車
徒
歩
七
分

0
4
61
2
7
51
0
0
8
8
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『

学

び

の

仕

掛

け

人

を

目

指

し

て

』

相

模

原

市

立

大

野

中

公

民

館

公

民

館

活

動

推

進

員

公
民
館
で
働
き
始
め
て
5

年
目
に
な

り
ま
し
た 。
4
年
前
の
採
用
時
に
は
全

く
公
民
館
の
こ
と
は
知
ら
ず 、
自
分
が

ど
の
よ
う
な
立
場
で
何
を
目
的
に
働
い

て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た 。

そ
ん
な
中
で
も
4
年
間
地
域
と
の
か

か
わ
り

合
い
の
中
や
研
修
の
中
で
公
民

館
と
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
施
設

な
の
か
理
解
す
る
こ
と

が
で
き、
よ
う

や
く
5

年
目
に
し
て
公
民
館
ら
し
い
事

業
が
で
き
る
よ
う
に
なっ
て
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す。

常
々
感
じ
て
い
た
課
題
は 、
公
民
館

は
仲
間
作
り 、

地
域づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
い
な
が
ら
実
際
は
単
発
事
業
が
多

く、
人
の
つ
な
が
り

が
あ
ま
り
出
来
て

い
な
い
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
し
た 。

今
私
が
担
当
し
て
い
る
『
畑
で
育
て

よ
う

地
域
の
輪』
と
い
う

事
業
は
公
民

館
ら
し
い
事
業
で
は
な
い
か
と
思っ
て

い
ま
す。
こ
の
事
業
は
農
作
物
を
育
て

な
が
ら、
地
域
の
大
人
と
小
学
生
が
ふ

れ
あ
い、
食
や
農 、
環
境
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
きっ
か
け
に
す
る
と
い
う

年

開
通
じ
て
い
る
事
業
で
す。

人
の
輪
を
つ
な
げ
る
た
め
に
は
や
は

園

部

祐

美

子

り
長
い
時
間
が
必
要
だ
と
思っ
て
い
ま

し
た
の
で 、
地
域
の
方
の
発
案
に
よ
り

企
画
し
た
こ
の
事
業
は 、
住
民
の
手
に

よ
る 、
住
民
の
た
め
の
事
業
を
組
み
立

て
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思っ
て
い
ま
す。

4
年
間
公
民
館
で
働
い
て
き
た
私
が

思
う

公
民
館
職
員
に
必
要
な
こ
と
は 、

地
域
と
関
わ
る
時
間
を
た
く
さ
ん
持
つ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す。
地
域
住
民
と
た

く
さ
ん
話
を
し
て
地
域
の
人
を
把
握
し、

地
域
住
民
の
思
い
を
受
け
止
め
る
こ
と 。〔右から三番目が筆者〕

様々
な
場
所へ
出
向
き
地
域
の
様
子
を

把
握
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す。

先
ほ
ど
の
畑
の
事
業
も
地
域
住
民
と
の

雑
談
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
事
業
で
す。

公
民
館
職
員
は
住
民
主
体
に
よ
る
地

域
活
動
を、
出
過
ぎ
ず 、
引
き
過
ぎ
ず

支
え 、
そ
のバ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
難
し

い
職
業
だ
と
感
じ
ま
す。
た
だ
そ
のバ

ラ
ン
ス
は
そ
の
地
域
と
ど
れ
だ
け
関
わ

る
時
間
が
あ
る
か
に
か
かっ
て
く
る
も

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。

相
模
原
市
の
公
民
館
職
員
は
非
常
勤

で
限
ら
れ
た
時
間
内
で
し
か
働
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん 。
公
民
館
職
員
に
とっ

て
大
事
な
地
域
と
関
わ
る
時
間
を
大
切

に
し
て
いっ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す。

そ
し
て
最
後
に 、
公
民
館
の
可
能
性

は
無
限
大
で
す。
地
域
の
人
と
の
会
話

の
中
で
地
域
課
題
が
見
え 、
そ
の
問
題

を
公
民
館
で
得
た
あ
ら
ゆ
る
情
報、
人

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
解
決
方
法
を

探
す。
そ
し
て
私
自
身
も
無
限
大
の
可

能
性
の
中
で
仕
事
が
で
き、
成
長
さ
せ

ら
れ
て
い
く。
そ
れ
が
こ
の
仕
事
の
魅

力
だ
と
思
い
ま
す。

[
交
通
案
内]

相
模
原
市
立
大
野
中
公
民
館

相
模
原
市
古
淵
三ー
二一
ー

一

J
R
古
淵
駅
か
ら
徒
歩
六
分

0
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⑥社団法人全国公民館連合会

公民館総合補償制度

晴雇履層面
こ
れ
ま
で
二
十
年
間、
神
奈
川
県
公
連
の
顔
と
し
て、

県
内
の
公
民
館
の
発
展・
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
神
埼
会

長
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た 。
常
々
「
公
民
館
の
発
展
は
職

員
の
力
量
次
第
だ 。」
と 、
職
員
自
身
が
社
会
教
育
を
学

ぶ(
O
J
T)
こ
と
の
大
切
さ
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た 。

県
公
連
が
そ
の一
翼
を
担
え
る
よ
う
に 、
協
力
し
て

公
民
館
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う 。

自治公民館を含むすべての公民館活動を支援する制度です。

市町村の公民館および自治公民館、また社会教育法に定められた「公民館の目的Jに寄与するための施設は、

名称を問わすご加入いただけます。

⑧亘)里⑧b
孟3.111閉丞品;';<' _d註孟込L芸芸歪

酢宅忠量
.バレーボール犬主鯵加者力軍倒して負圃.

•• .. 6tEf長主主tnilt五副陪砂Mllfjlf.�葺圃".:-j. ........................
‘j'll"" -・年1回の加入手続出間行事が対象にな口、個別の行軒定の酬は不要です.

." $'，3- ・視が惨加する行事に同伴した同居の来就学児の往復途上も欄します・
・行寧嘗加者や公民館利用者の居住地は聞いません.
・公民館:tJ'公認するサーヲJい百闘の嘗加者も補償します.

.:IrJl--Ø'3Þ ・白本圏内であれば、行事の場所は聞いません・ 酬に酌砧鵬幽明どl胡酬でず・

・公民館が嘗加奮を事前に名簿で把撮している掴合肱‘往復途上も補問置します.
.食中寓や勲中症も補償します.
・有償・無償を問わ.，.公民館ポランティアや筒師も補償します.
・宿泊をとも1øう行事も対象です.

� .!1&4.Æf&'.・岡一市町村内で10館以上まとめて加入する濁含には白金の割引制度があDます・ . 
...................................................・

1.行事傷輔償制度明棚叫聞欄叩醐附+共演鵬]

・公民館行事審加者のケガを補償します.

・公民館利用者のケガを補償します.

・行事準備中、行事往復途上のケガを補償します.

・急性疾病死亡と公民館建物火災に共済見舞金を支給します.

2.賠償責任補償制度情開問附断情理醐M醐欄))

・公民館の施般の欠陥や業務運営のミスにより第三者にケガをさせ

たり、物を破損し、公民館が法律上の賠償責任を負担した場合に

補償します.
設】公民館が使用または智現する財衡への賠償事飲など11対aになりま信ん.

⑧重雪b

-テント由1Iり方が圏く昆で珊ばされ.行・到長・司旨

由車を磁圃.

3.聴員災害補償制度制闘醐畑中田拘置開閥的)嚇"創

・公民館業務に携わる方の業務中のケガを補償します.

・病気や業務外のケガに共済見舞金を支給します。

-・圃が集務中に圃立か5転車して負圃.

Zの"'.肉は‘本制度の..を雄司閉したものです.鱒しい肉轡につきまして..r専属健21年度飯マニzアル公民鎗縄合綱領制度の手引き』をご覧ください.

.た窓制度全鎗のお問い合わせ.資制防羽R・俗、エコー保険ザ ピスまたU観保ジャパンまでお寄せください.

.引受保限会社

Ð株式会社損害保険ジ-vJ\ン
営叢開発第一部輝三贋

〒160-8338東京都新宿区西新宿1-26-1

r-............................・・唱

3 各市町村 の 公 民 館 の 3
3 活動 をお知 らせ し て い 3
3 き ま す。 よ ろ し く お願い 3
; し ま す。
3 広報部会 3 
3 昼間 豊(川崎市高津 3
3 市民館) : 
; 見留俊也(平塚市 中央 ;
3 公民館) : 
3 村津正弘(大和市立つ 3 

きみ野学習センター) 3
3 小野厚次(南足柄市福 3
3 沢公民館)
3 北村和弘(足柄下教育 3
3 事務所) : 
3 植松賢也(座間 市立東 :

地区文化セ ン タ ー) 3
1...............................1 

-眼怨代理店(33問い合わせ・資料爾求先)

エコー保陳サービス株式会社
干107-0052東京都港区赤坂1-3・18
TEL置富訓20・636・717

FAX留置.0120・226・916

《

表

紙
》

旧

横

浜

ゴ

ム

平

塚

製

造

所

記

念

館

3

愛

称

「

八

幡

山

の

洋

館
」

5

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念
館

は 、
平
塚
市
内
で
は
唯一 、
神
奈
川
県

内
で
も
数
少
な
い
明
治
時
代
の
洋
風

建
造
物
で 、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

(
建
造
物)
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す。

大
正
十
二
年(一
九
二
三
年)
九
月一

日
の
関
東
大
震
災 、
そ
し
て、
昭
和
二

十
年(一
九
四
五
年)
七
月
十
六
日
の
平

塚
空
襲
で
も
難
を
免
れ 、
平
塚
の
街
の

歴
史
と
と
も
に
存
在
し
続
け
ま
し
た 。

平
成
十
六
年
四
月、
横
浜ゴ
ム
株
式

会
社
か
ら
平
塚
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ

た
こ
と
を
受
け 、
市
は 、
多
く
の
方
に

愛
さ
れ 、
活
用
さ
れ
る
建
物
と
し
て、

八
幡
山
公
園
に
移
築・
復
原
し、
平
成

二
十一
年
四
月一
日
に
開
館
し
ま
し
た 。

記
念
館
は
木
造一
階
建
て
で 、
延べ

面
積 、
約
二
百 2m
で
す。
応
接
室
や
会

議
室
な
ど

が
あ
り 、

応
接
室
は
明
治
時

代
の
サ
ロ
ン
風
の
部
屋
に
復
原
展
示

し
て
い
ま
す。
復
原
に
あ
た
り 、

鉄
骨

造
平
屋
建
て
の
管
理
棟
(
約
百
二
十

2m)
を
併
設
し
て
い
ま
す。

面
積
は
比
較
的
小
規
模
で
す
が、
屋

根
の
上
の
よ
く
整っ
た
塔
屋
の
形 、
ア

ー
チ
型
の
窓 、
台
形
に
張
り
出
し
た
出

窓
な
ど

が、
明
治
期
の
木
造
洋
風
建
築

の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す。

入
館
は
無
料
で
す。
ぜ
ひ 、
お
出
か

け
く
だ
さ
い。
[
問
合
せ
先
(
記
念
館)
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